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ロ
シ
ア
革
命、
世
界
大
戦、
ス
タ
ー
リ
ン
体
制
な
ど、
激
動
の
二
〇
世
紀
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
ソ
連
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
作
曲
家
ド
ミ
ー
ト
リ
ー
・
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ（
一
九
〇
六
―
一
九
七
五
）
の
人
生
を
余
す
こ
と
な
く
描
き
き
っ
た、
四
五
〇
頁
に
わ
た
る
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
で
あ
る。
作
曲
家
が
紡
ぐ
音
楽
の
根
源
と
は
な
に
か。
著
者
は
こ
の
問
い
に
答
え
る
べ
く、
彼
の
生
き
た
歴
史
に
深
く
入
り
こ
む。
一
九
九
四
年、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
の「
白
夜
祭
」
で
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
作
曲
さ
れ
た
交
響
曲
第
八
番
を
偶
然
耳
に
し
た
著
者
は、
予
定
調
和
的
な
音
楽
の
概
念
を
根
本
か
ら
覆
す
曲
の
作
り
に
圧
倒
さ
れ、
そ
れ
ま
で
単
な
る「
御
用
作
曲
家
」
と
見
な
し
て
き
た
自
ら
の
意
識
を
改
め
る。
以
後、
自
ら
を
魅
了
し
続
け
る
作
曲
家
を
め
ぐ
り、
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
研
究
し
て
き
た
集
大
成
が
本
書
で
あ
る。
全
体
は
三
部
構
成
で、
複
雑
な
作
品
に
込
め
ら
れ
た
秘
密
を
解
き
明
か
す
た
め、
著
者
は
得
意
の「
謎
解
き
」
を
行
っ
て
い
る。
政
治
的
背
景
に
照
ら
し
て
立
て
ら
れ
た
仮
説
や
推
論
を
近
年
ロ
シ
ア
で
発
表
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
り
検
証
し
解
釈
す
る。
連
続
す
る
挑
戦
的
な
考
察
と
巻
末
に
付
帯
す
る
四
〇頁以上におよぶ注釈は読者を飽きさせない。　
ショス
タ
コーヴィチ
は、
「音楽な
ら
ざ
る荒唐無稽」
と自ら
の
オ
ペ
ラ作品
《ム
ツェン
ス
ク郡の
マ
ク
ベ
ス夫人》
を
ソ連共産党中央委員会の機関誌
『プ
ラ
ウ
ダ』
で
批
判
さ
れ、
常
に
粛
清
さ
れ
る
恐
怖
に
お
び
え
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
だ。
だ
が
一
方
で、
交
響
曲
第
二
番「
一
〇
月
革
命
に
捧
げ
る
」
は、
弱
冠
二
〇
歳
過
ぎ
で
革
命
一
〇
周
年
の
祝
賀
を
依
頼
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
し、
第
一
回
ス
タ
ー
リ
ン
賞
の
文
学
芸
術
部
門
で
一
位
を
受
賞
す
る
な
ど、
彼
が
ス
タ
ー
リ
ン
に
特
別、
愛
さ
れ
た
作
曲
家
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い。
確
か
に
ス
タ
ー
リ
ン
は
粛
清
を
繰
り
返
す
暴
君
だ
っ
た
が、
こ
と
の
ほ
か
芸
術
の
力
を
信
じ、
畏
怖
し
て
い
た。
だ
が
そ
の
死
後、
指
導
者
と
な
っ
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
芸
術
に
無
関
心
だ
っ
た。
ち
な
み
に、
ロ
シ
ア
で
上
映
禁
止
と
な
っ
た、
二
〇
一
七
年
製
作
の
英
仏
合
作
映
画『
ス
タ
ー
リ
ン
の
葬
送
狂
騒
曲
』
で
は、
こ
の
対
比
が
滑
稽
に
描
写
さ
れ
る。
皮
肉
な
こ
と
に、
新
し
い
体
制
の
中、
作
曲
家
は
徐
々
に、
権
力
者で
は
な
く自分自身の内面へ
と向か
う
こ
と
で、
自己沈潜の極み
と
も
い
う
べ
き、
新
た
な
世
界
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
著
者
は
考
察
す
る。
そ
ん
な
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
を、
作
曲
家
エ
ジ
ソ
ン
・
デ
ニ
ー
ソ
フ
は「
自
己
中
心
主
義
の
ま
ぎ
れ
も
な
い
見
本」
と
い
い、
指揮者イーゴ
リ
・
ブ
ラ
シ
コ
フ
は
「驚く
ば
か
り
に宗教的な人」
と
い
う
表
現
で
形
容
す
る。
そ
の
間
に
横
た
わ
る
断
絶
は
外
側
か
ら
見
た
公
人
と
私
人
の「
分
裂
」
に
ち
が
い
な
い。
し
か
し
そ
れ
は、
私
人
に
お
い
て
は
単
に『
白
痴
』
の
ム
イ
シ
キ
ン
だ
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い。
む
し
ろ
公
人
の
な
か
に
私
人
が、
私
人
の
な
か
に
公
人
が
忍
び
込
む
と
い
う
複
雑
な
人
間
的
個
性
に
こ
そ、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
と
い
う
人
間
と
音
楽
の
謎
め
い
た
分
裂
と、
神
経
症
的
な
魅
力
の
根
源
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
す
る
帰
結
に
は、
先
行
す
る
評
伝
と
は
一
線
を
画
す、
文
学
者
な
ら
で
は
の
著
者
の
使
命
感
を
感
じずにはいられない。　
一
人
の
人
間
と
し
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
の
要
求
に
音
楽
で
応
え
た
い
と
い
う、
革
命
一
家
に
生
ま
れ
育
っ
た
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の
不
条
理
と
も
い
え
る
倫
理
観
と
献
身。
作
曲
家
へ
の
賛
美
で
締
め
く
く
ら
れ
る
全
編
を
貫
く
の
は、
交
響
曲
第
七
番
第
四
楽
章
を
思
わ
せ
る筆力と
と
も
に、
「異形の音楽」
を奏で
る
ショス
タ
コーヴィチ
に対す
る憧
憬
と
い
う
通
奏
低
音
で
あ
っ
た。
二
〇
世
紀
の
先
鋭
的
音
楽
へ
の
関
門
と
し
て
そ
び
え
立
つ
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ。
二
〇
一
八
年
に
亡
く
な
っ
た
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ヴ
ェ
ン
ス
キ
ー
指
揮
に
よ
る
演
奏
を
も
う
一
度
聴
い
て
み
よ
う。
こ
と
に
よ
る
と
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
音
楽
が響いてくるかもしれない。　
な
お、
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
ソ
ロ
モ
ン
・
ヴ
ォ
ル
コ
フ
著『
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
と
ス
ターリ
ン』
（慶応義塾大学出版会、
亀山郁夫他三名訳）
は邦訳に一〇年以
上が費やされた大著である。併せてお勧めしたい。
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